
企業価値の向上
CSRレポート2018年版の第三者意見の執筆に当
たり、過去のレポートに目を通し、THKのCSRは経営
全体をカバーしているという第一印象を持ちまし
た。THKは「本業を通じて豊かな社会作りの実現、さ

」念理営経「、し指目を上向の値価業企な的期長にら
いてしと針方本基のRSCを」」章憲動行「」針方本基「

ます。コマツも同様で本業のビジネスを行うこと
が、CSR活動でありこれを特別に考える必要はあり

」章憲動行「」針方本基「」念理営経「、てしそ。んせま
では、ベースにある「行動憲章」を体現、また社員が
実践しているかが最も重要です。この「行動憲章」に
相当するのがコマツでは「コマツウェイ」で、全世界
の社員が共有すべき価値観／心構え／行動基準で、
この実践を通じて「代を重ねるごとに強くなる会
社」が実現されると信じています。社会において企
業の果たすべき役割は我々経営者をはじめ、社員一
人ひとりが企業の社会的責任を十分に理解して行
動する以外にはありません。従って、現在のTHKの
「基本方針」や「行動憲章」も一度作成したら終わり
ではなく、社員が動き易い価値観と行動様式を示し
たTHKウェイのようなものを構築すべく内容の見直
しを検討してはいかがでしょうか。

ブランド力の強化
コマツでは、企業価値は「コマツでないと困る度
合い」と捉えています。難しくいえば「社会を含むす
べてのステークホールダーからの信頼度の総和」と
定義していますが、一方で、顧客に対する価値を向
上させ適切なリターンを得ない限り、CSRの原資は
出てきません。顧客価値を創造する活動は、コマツ
ではブランドマネージメント活動と捉えており、そ
れは「お客さまのビジネス、ミッションの達成と成
長に貢献すること、さらにその先のお客さまの活動

を拡大・展開させること」です。その意味で、THKと
コマツは目指す方向は同じです。その企業価値を作
る担い手は、社員、販売代理店、協力企業であり、株
主ではありません。株主は企業価値を評価する立場
で、唯一株価という指標で定量的に表してくれま
す。そして顧客は、企業価値を評価する側でもあり、
企業価値を創る側でもあります。関係性の極めて薄
い顧客から、THKでないと困る顧客まで様々です。こ
の顧客にとってなくてはならない存在にまで、THK
をどう高めていくか、企業価値をともに創る顧客を
どれだけ増やせるのかが、これからの課題です。
THKのLMガイドをはじめとする製品群は、顧客か

ら高い評価を得ています。「世にない新しいものを
提案し、世に新しい風を吹き込み、豊かな社会作り

てきた企業であると認識しています。THKの場合、
この特集を読んでも、顧客との関係性は極めて深い
ものがあります。しかし、この数年間にテクノロ
ジーの進歩は驚くべきスピードで進んでいます、
あっという間に主要な製品が陳腐化します。創造開
発型企業としてのTHKのキーワードは、コマツが

と」化るえ見「、に様同ととこたきてしジンレャチ
「ハードとソフトの融合」だと思います。建設機械の
見える化、施工の見える化、そして蓄えられたデー
タにより、プラットフォーマーとしてデータそのも
のを提供するビジネスを展開することも出来るし、
ハードウェアを差別化することも可能です。顧客が
「こんなデータが見られたらいいなぁ」と感じてい
ることを実現できる時代になっています。従来のビ
ジネスの蓄積の上に、たゆまず新しい知恵を加え
て、THKがさらに顧客にとってなくてはならない存
在となることを期待しています。そのときこそTHK
のCSR活動も、揺るぎないものとなっていることで
しょう。
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